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●京都府中丹文化会館（無償貸付） 
 
前回検証結果 
 

 要 改 善  

・施設の利用実態や近隣の類似施設の状況、老朽化の進行により、
今後、施設改修が必要となることから、設置目的や必需性、今後
の費用負担、施設移譲も含めて地元市町と検証を進めること。 

 
対応・改善策 
実施状況 

・コロナ後の施設の課題共有や本施設に最もふさわしい設置形態を

含めた今後の施設のあり方について、意見交換を行い、継続して
検証を実施中。 

・コロナ禍は利用者数、事業団の使用料収入ともに減少していたが、
積極的に営業活動を行い、利用者の確保に努めた。 

 
取組の結果 ◇利用者数、事業団の使用料収入について、コロナ禍前の水準に回復

傾向にある。 

 
なお残る課題・
問題点 

◆施設設置後、中丹文化会館は築41年経過しており、建物・設備の
老朽化が進行。 

 
府民サービス等
改革検討委員会
による改善意見
等 

□中丹地域における文化振興の拠点として、また府民の交流の場と

して文化施設の役割を果たしている。 
□一方で、中丹地域には同様の機能を果たす施設が複数存在してお
り、これらの施設も含めた中丹地域の文化施設のあり方を検討さ
れたい。 

□大規模改修等は差し迫った課題であるが、機能維持のみならず、
よりマクロな視点での施設のあり方、有効活用を検討されたい。 

□今後の施設のあり方について、地元自治体との意見交換を再開さ

れたい。 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 
 

 要 改 善  

＜改善方策＞ 

◎年々改修が必要となる箇所は増加していく中で、今後の施設のあ
り方や費用負担について、引き続き地元自治体と検討を進めるこ
と。 

＜今後の対応＞ 

○施設の利用実態や老朽化対策等を踏まえ、今後の会館のあり方につ

いて、引き続き地元市町と検討する。 
 


